
前回（2009年 1月号pp.142-147）は，LCM（Lightweight

Communications and Marshalling）の技術について解説し

ました．後編の今回は，LCMで提供される便利なツール

とサンプル・コード，LCMを実際に車の自動走行に適用

した例について解説します．

1．LCMで提供されるツール

LCMには，ソフトウェア開発のデバッグに非常に役に

立つ各種ツールが付いています．

● ログを取得する── lcm-logger

lcm-loggerは，ログ・ファイルにチャネル名，受信

時刻，受信データなどをバイナリ・データとして記録しま

す．メッセージの受信時間は，すべてμ秒単位で記録され

ます．

● ログを再生する　

── lcm-logplayer，lcm-logplayer-gui

lcm-logplayerでは，lcm-loggerで取得したログ・

データをμ秒単位のタイム・スタンプ通りに再生し，ネッ

トワークに流せます（図1）．LCMではメッセージの送信

元を確認しないので，再生ログを使用したデバッグもでき

ます（具体例については後述）．

lcm-logplayer-guiは，lcm-logplayerに加えて

ログ・データの再生，停止，速度の変更などを行えます．

ある特定のメッセージで停止させたり，特定のチャネルの

メッセージだけを再生したりする操作を可能にします．

● ネットワーク・トラフィックを見る── lcm-spy

lcm-spyは，ネットワークの各チャネルを流れている

メッセージの型や中身，メッセージ数，送受信頻度，デー

タ・レートなどを表示するツールです（図2）．データを直

接見られるためデバッグに有効です．また，パケット・ロ

スが頻繁に起こる場合は，どのメッセージが大きな帯域幅

を占めているのかを確認できます．

2．サンプル・プログラムを動かす

サンプル・コードをダウンロードして，実際にプロセス

間の通信を体験してみましょう．LCMは，Mac OS Xや

CygwinなどのPOSIX準拠のシステムで動きます．今回

は，Linuxの Ubuntu 8.04を例に解説します．Windows

ユーザは，VMWareやVirtualBoxを使用するとUbuntu

をWindows上で手軽に利用できます注 1．
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図1 lcm-logplayer-guiの画面
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注1：VMWareはhttp://www.vmware.com/jp/download/player/，

Ubuntuは http://www.ubuntulinux.jp/よりダウンロードでき

る．セットアップ方法は，本誌2009年 10月号Appendix 1（pp.57-58）

を参照．


